
 自校の学校環境衛生活動の PR 取組の成果・課題と今後へ工夫・改善点 本年度の学校環境衛生活の重点 委員会等の児童の環境衛生活動 

① 揖斐小 児童環境委員会が中心となり、快適な学校環

境を保つことができるよう、草取りボランティア

やごみの分別収集、トイレスリッパ点検等を行

っている。草取りボランティアは、多くの子が自

主的に参加し、快適に過ごすことができるよう

活動している。また、トイレのスリッパ点検も自

主的に低学年にお知らせをし、気持ちよく過ご

すことができるようにしている。 

日常点検は児童の係として位置付いており、毎

朝学級で実施している。さらに、一人一人の気

付く目を育て、「自分の健康は自分で守る」こと

ができるように、意識を高めていきたい。 

・安全で健康的な環境の整備を心が

ける。 

・校舎の美しい環境を保全するととも

に校舎を大切にする気持ちを育む。 

・毎日の教室環境点検を実施し、自ら

望ましい学習環境づくりに努める。 

・常時活動として、飲料水の水質検

査、気温及び湿度検査、水道及びトイ

レの衛生と整頓、手洗い石けん補充、

教室の換気や手洗いの呼びかけを実

施 

② 大和小 ・児童健康委員会が行う毎朝の水質検査結果

は直接養護教諭へ報告し、異常があった際に

すぐに対処できるようにしている。検査結果か

ら対処が必要であったことが複数回あり、児童

は水質検査が全校の健康を守るために大切な

活動であることを理解し活動することができて

いる。 

・児童環境委員会による大掃除週間の取組

は、毎日の取組重点箇所を設定して啓発した

り、全校で学校をきれいにしていると実感できる

ような掲示物を作成したりするなど、どの学年も

積極的に取り組めるよう活動を工夫している。 

・教室環境の日常点検は係の児童だけの活動

にならないよう、朝の会に位置付けて学級全体

で確認し、不適合箇所はその場で改善してい

る。環境衛生活動を全校で取り組むために、児

童委員会の活動をより活発にしていきたい。 

・環境衛生検査が十分に実施できていない。昨

年度、未実施の検査項目を減らすことはできた

が、まだ適切な検査回数を満たしていないた

め、学校薬剤師と連携し、計画に基づいた検査

の確実な実施に努める。 

・児童の健康教育に関わる環境設備

の充実を図る。 

・学校生活を健康で安全に過ごすため

の環境づくりに努める。 

・環境衛生検査の適切な実施に努め

る。 

・毎朝の日常点検（飲料水の水質検

査、手洗い場の衛生確認） 

・換気の呼びかけ 

・給食時のごみの分別の仕方につい

て全校放送で連絡 

・大掃除週間の計画と取組の推進 

③ 北方小 学校薬剤師と一緒に検査を行い、改善点につ

いて気付いた箇所を共有し改善に努める。 

〈 成 果 〉 

・日常点検では、各学級において毎授業日の

気温・湿度の測定を記入を行い、夏季には熱

中症予防、冬季には感染症の予防について、

児童・教職員で意識し取り組んだ。 

・夏季にはＷＢＧＴの測定を、休み時間・体育時

間・外での活動時間前に測定を実施し、外遊び

や体育の中止、運動会練習の時間短縮の判断

材料に活用でき、熱中症を未然に防ぐことがで

きた。 

・冬季には、さまざまな感染症予防に向けて、

加湿器の活用・換気の励行を児童・教職員に

周知し、適切な環境保持に努めた。 

〈 課 題 〉 

・定期検査の結果について学校薬剤師から自

校の課題について助言を受けながら、よりよい

学校環境衛生が保てるよう全職員で周知し、意

識の高揚を図る。 

日常の環境衛生活動を学校生活に位

置付けながら、「安全で健康的な環境

の整備を心がける」を重点に学習環境

の把握に努め、よりよい学習姿勢つく

りを意識できるように努めている。ま

た、清掃・美化活動については、もくも

くピカピカ掃除を行い、環境美化に努

めている。 

・トイレの環境チェック（窓開け・スリッ

パ点検など） 

・週１回、各教室のごみ集め。 

④ 清水小 ・朝、職員や日直（職員）が全館廊下の換気を

行い、校内全体の空気 

を入れ替えることで、児童が活動しやすい環境

をつくっています。 

・環境点検表を用いて、児童も当事者意識をも

って教室の環境を整え 

ています。担任や養護教諭も見届けを行い、朝

から整った環境で 

活動することができるようにしています。 

・清掃活動中、教職員が巡回し、適切な掃除道

具の使い方や掃除の方 

法について助言・指導を行うとともに、一緒に清

掃活動をすること 

で、清潔な環境で生活することができるようにし

ています。 

【成果と課題】 

〇教室の換気・保温や採光・照度、飲料水の検

査では、どの項目も基準値に適合し、児童は１

年間適切な環境で活動することができた。 

△音楽室のホルムアルデヒドの量、保健室の

畳のダニの数について 

は、定期検査を行うことによって、基準値を上

回る状態であること 

が把握できた。 

【工夫や改善点】 

・児童が活動する教室が、常に適切な環境であ

るように、日常的に気 

温や CO2 濃度、児童の体感を確認したり、Air-

doc を活用したりし 

て、教室環境を整備していく。 

・定期検査・日常検査を行う場所以外の水道水

についても、校舎のど 

この飲料水も安全に使用できるように、長期休

暇明けにも水質検 

査を行う。 

・音楽室を使用する際は、よく換気を行う。ま

た、保健室の畳につい 

ては、日常的に電気掃除機でていねいに掃除

をする。 

健康で快適な生活が送れるように、進

んで環境作りに取り組む。 

・環境衛生の日常点検活動による教

室環境の把握 

・環境の整備（水質検査・照度検査・

CO2検査、机・いすの調整） 

・掃除の仕方についての指導（掃除道

具の使い方、トイレ掃除の仕方、掃除

道具の整備） 

児童健康委員会では、常時活動とし

て、毎朝の水質検査や換気のための

窓開けを行っている。 

また、各教室では、朝の会・帰りの会

に係が主体となり、環境調べを行って

いる。換気やまぶしさ、ロッカー・机・い

すの整頓などを調べ、環境が整ってい

ない場合はその場ですぐ整えること

で、授業や活動に適した教室環境に

なるようにしている。 

⑤ 小島小 児童会で掃除の仕方を児童集会で発表するな

ど、児童が主体的に環境衛生活動に取り組

み、意識の向上を図っている。 

また、FBC（フラワーブラボーコンクール）に参

加するなど、花づくりや清掃活動を通して、豊

かな心を育てている。 

毎日の教室環境点検や、毎月の施設安全点検

を確実に実施し、適切な学習環境が保たれる

よう努めている。 

今後は、新たな視点で環境を見直していくこと

ができるよう、学校保健安全委員会等でご意見

をいただくなど、保護者や地域の方と連携を図

る。 

環境衛生に関わる課題を解決していく

ために教職員や児童と情報を共有し、

学校内の清掃美化活動を通して、学

習に適した環境づくりに取り組む。ま

た、健康美化委員会の常時活動であ

る、トイレスリッパ点検や、大掃除期間

の「もくピカ週間」の実施によって、全

校児童の意識の向上を図る。 

常時活動として、毎日の水質検査、手

洗い石鹸の補充、トイレスリッパが整

頓されているかなどの点検を行ってい

る。また、長期休み前の大掃除期間に

は、全校児童の掃除に対する意欲を

高めるためにキャンペーン活動を行う

など、啓発活動を実施している。 

⑥ 谷汲小 ICT の推進により、授業でタブレットや大型モニ

ターを活用する機会が増えたことをふまえ、児

童の視力を低下させないよう、教室内の環境面

でも十分に配慮するようにしている。 

日常の清掃活動については、児童の人数が少

なく、担当する掃除場所が広いため、十分にき

れいにできないことが課題である。そのため、

掃除する人数が少ない場所では、効率のよい

道具を使用している。また、掃除の方法につい

ては、高学年児童が中学校に訪問し、掃除時

間の様子を参観して、中学生から掃除のやり

方を学んだ後、全校に知らせて啓発した。3 学

期には、各掃除場所の「掃除名人」として、よい

姿の児童を生徒指導の「便り」に掲載したり、掲

示物で知らせたりすることにより、全校児童の

児童の環境に対する意識を変えていくことが大

切であると考え、「美しい学校・美しい心づくり」

を合言葉に、清掃活動を本校の教育の柱とし

た。月 1回「整理整頓の日」を位置づけて、自分

の身の回りを整頓したり、学習環境を見直した

りする時間を設け、美しい環境が落ち着いた生

活を作り出すことを体感させながら指導した。そ

の結果、数年前まで机上に落書きをする児童

が複数名いたが、現在はおらず、自分の机を

大切にしようとしている。児童会活動としては、

昨年度から中学校と連携して掃除の交流を行

うことにより、よりよい掃除の方法を身につける

ことができた。また、本校は、運動場の草が生

い茂ることが課題であったが、休み時間に、草

ひきボランティアを募ったところ、多くの児童が

美しく落ち着いた雰囲気の学校づくり

を目指し、安全で健康的な学習環境を

進んで維持改善できる児童の育成。 

・日常の水質検査       

・手洗い場の衛生チェック    

・石鹸液の補充      

・環境の日常点検（温度・湿度・天気） 

・換気の呼びかけ         

 ・トイレのスリッパ揃え及び点検                  

・掃除道具の点検検  

・各学級の日直：窓開け 照明 黒板

清掃の点検（教室の日常環境点検） 

・児童のボランティア活動として、草引

き等のグランド整備の実施 
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掃除への意欲や姿を高めている。 参加し、教師と一緒に楽しそうに活動した。「自

分たちの学校を美しくする」という気持ちが高ま

り、姿も高まってきている。さらに、自分達の活

動の成果と課題を明らかにするために、児童会

でアンケート調査を実施し、その結果をもとに

活動を検討して、学校の環境を自分たちでより

良くしていけるよう自治活動を推進しているとこ

ろである。今後も、学習環境を整える活動を工

夫しながら、継続していきたい。 

⑦ 春日小 日常点検に関しては、天気・温度・湿度の確

認、水質検査や教室の環境点検など児童の活

動として定着し毎日行っている。その結果を環

境黒板に明示して知らせたり、全校朝の会で全

校に知らせたりしている。また、学期に 1 回、掃

除キャンペーンを位置付けており、普段の掃除

の時間ではやり切れない、細かい場所を重点

的に、さざれ石班(縦割り班)で分担して掃除を

している。大掃除では、掃除場所と、何を使って

どのように掃除するのかを全て自分たちで計画

し、一人ひとりが“こだわり掃除”を行っている。 

絨毯を使用した部屋（校長室、図書室、音楽

室、ワークスペース）には、ダニの発生を抑制

するために、月に１回ダニ防止スプレーをし、夏

休みにはバルサンを焚いている。その結果、環

境衛生検査でも判定が（―）と、一番良い環境

の状態を保つことができている。しかし、音楽室

でのホルムアルデヒドの数値が基準値を超え

た結果となった。音楽室の使用前・使用中には

窓を開けたり、使用していないときには常時出

入り口の扉を開放したりし、3 階全体の換気を

よくするなどの対策をしている。 

健康や安全に気を付けて生活できる

子の育成。 

年間計画 , 健康管理 , 感染症対応 , 

給食 , 環境衛生 , 交通安全 , 防犯対

応, 災害時の対応, 薬物乱用防止 

⑧ 大野小 冬季に、児童保健委員会の活動として、毎日、

休み時間の全校の窓開け状態を確認し、換気

タイムの音楽を流すとともに、換気の必要性や

窓開けの状態を全校放送し呼びかけた。 

・照度や黒板の検査、騒音、空気の検査等は、

条件の悪い時に検査をし、基準を満たしていな

い箇所については、学級担任に伝え、配慮する

ようにしている。また、学校保健安全委員会で

報告し、検討している。 

・すべての検査結果を全職員に伝え、学校環境

衛生活動の意識を高める。 

・児童保健委員会を中心に活動し、全校に広げ

る。 

健康で安全・安心な生活を育てるため

に、手洗いやうがい、歯みがきなどの

衛生面に関する習慣化や、日常生活

での学校内外の環境づくりに徹する。

また、児童の自主的実践力を育成す

るために、日常点検を児童委員会活

動と協力して実践していく。 

水道場の石けん補充・衛生管理 

⑨ 北小 ①学校の教育目標具現のための３本柱の 1 つ

に「もくもく掃除」を位置付けている。学校全体

で、取り組み期間を設定したり、発達段階に応

じた目標をたてたりして、一人一人が美しい環

境づくりに努めた。その結果、隅々まで美しくな

るように、黙々と掃除をする姿が多く見られるよ

うになり、気持ちのよい環境づくりができた。 

➁児童に地球規模の環境への意識を高めるた

めに、アルミ缶や牛乳パック回収、運動場の草

取りなど、委員会活動やボランティア活動を通

して SDGｓの視点での活動を行った。 

学校環境について、児童に身近なものとして捉

えることができるように、毎日の気温・湿度・水

質検査結果などの環境衛生検査結果を目に触

れるところに掲示している。また、熱中症対策

が必要な時期には、熱中症指数に関わる情報

を全校に知らせている。そのことにより、高学年

児童は、自分の健康は自分で守るという意識を

高めることができている。 

 昨年度、全教室に二酸化炭素チェッカーと加

湿器付き空気清浄機を設置した。年間を通じ

て、換気と二酸化炭素濃度と室内温度・湿度の

バランスをとるために、毎授業時間ごとに二酸

化炭素チェッカーの数値に着目して、換気を行

い、気持ちの良い学習環境づくりを行っている。 

二酸化炭素チェッカーを設置したため、二酸化

炭素の定期の検査を１回にしたが、学校薬剤

師の先生からのご指導で、定期検査は２回実

施することと毎朝の二酸化炭素チェッカーの値

を記録することにした。 

プールの管理について、日常の点検が記録さ

れていなかったので、記録するようにした。 

◎安心、安全な学校をめざし、施設設

備の安全管理と事故の未然防止に努

めるとともに、健康的な環境をめざ

す。 

児童一人一人が、気持ちのよい学習

環境づくりを意識できるように、教室の

換気、エアコンの調整、教室内の照度

など、学習効率が高まるような日々の

働きかけを、委員会や係活動で行って

いく。 

・毎朝、気温、湿度、熱中症指数、水

質検査結果を、健康員会の児童が保

健室前の掲示版に計測結果を掲示し

ている。 

・休み時間の換気や手洗いの呼びか

けを行っている。 

・毎週１回、校内の手洗い石けんやア

ルコールの補充を行っている。 

・牛乳パック、アルミ缶回収 

・校庭の草取りボランティア 

・落ち葉集めボランティア 

⑩ 西小 児童が行う委員会において、子どもたち自らで

感染症対策につながる行動ができるように取り

組んだ。特に本校では、換気に重点を置き、１０

月、１２月、１月の３回にわたって換気調べを実

施した。 

委員会のメンバーである５・６年生が各教室へ

行き、換気の状況を調べる、２０分間の業間休

みと昼休みに換気の大切さを呼びかけるなど、

児童会だよりやパズルのピースを活用して工夫

した活動を行った。 

この活動には、こまめに換気をすることで、風

邪やインフルエンザ、新型コロナウイルス感染

症などを予防し、みんなが休まずに学校に来て

ほしいという児童の思いが込められている。 

学校薬剤師に指導を受け、学校保健計画に項

目の記入をすることで、学校環境衛生検査の

未実施の防止に努めた。 

児童主体の委員会では、水質検査、手洗い場

の清潔、トイレの清潔、石鹸補充、教室の環境

調べ（温度、湿度、換気、清掃状況、明るさ 

黒板、空気）ハンカチ調べ、手洗い調べ、換気

調べ、掃除点検、掃除道具の点検、ごみの分

別などの活動を行った。これらの活動を中心と

して、学校全体で学校環境衛生のための行動

につなげることができた。 

「安全で衛生的な環境づくりや施設改

善に努め、環境衛生活動の充実を図

る」を重点目標にして、環境衛生活動

の定期検査、日常点検の実施、校舎

内外の美化活動の推進、感染症予防

のための換気や掃除、清潔の指導

等、学習に適した環境づくりを活動の

観点において、環境衛生活動に取り

組んでいる。 

水質検査、手洗い場の清潔、トイレの

清潔、石鹸補充、教室の環境衛生調

べ（温度、湿度、換気、清掃状況、明

るさ、黒板、空気）ハンカチ調べ、手洗

い調べ、換気調べ、掃除点検、掃除道

具の点検、ごみの分別 

⑪ 中小 本校では、児童健康委員会を中心となり、学校

環境衛生活動に取り組んでいる。毎日の環境

調べの結果をホワイトボードに記入し、全校へ

の啓発活動を行っている。 

また、学校薬剤師の指導の下、学校衛生活動

に対する調べ学習を行い、全校に発表を行って

いる。 

朝の会における毎日の教室環境調べにおい

て、全部〇にできなかったクラスの改善に向け

ての取り組みができていなかった。健康委員会

の取り組みとして、できなかったクラスへの呼び

かけや、できたクラス数のお知らせなどの全校

への啓発活動を強化していきたい。 

身の回りの環境に目を向け、環境保

持や環境問題の解決に、積極的に取

り組む子の育成 

常時活動：教室環境・温度・湿度、水

質の調査、石鹸や消毒の補充、 啓

発：放送での呼びかけ 児童学校保健

安全委員会：児童の健康に関わる課

題をテーマに、答えを予想し、調べ学

習を行う。それを基に学校薬剤師の専

門的な講話を聞く。(昨年度のテーマ

は、水質検査と感染症) 

⑫ 南小 児童会活動がより主体的な取組になることを目

指している。特に、健康委員を中心に、衛生的

な生活習慣づくりや、感染症予防等にも力を入

れて取り組んできている。 

・「気持ちのよい教室」にするために、各学級で

換気・机・ロッカー・明るさ等の点検を児童全員

で行い、よりよい環境づくりへの意識が高まり

つつある。 

・委員会児童を中心に、環境衛生に関わるボラ

ンティアの実施やキャンペーンを通して全校で

よりよい生活ができるよう取り組むことで、積極

的に環境を整えようとする児童が増えつつあ

る。 

・健康教育や性に関する指導を通して、身の回

りを清潔に保ち、安全に生活できるとともに感

染症予防ができるよう家庭と連携しながら、実

践につなげた。継続して実践できるよう、定期

的に見届けや指導を行っていきたい。 

◎安全で安心して学校生活が送れる

環境づくりを目指して、児童自身の意

識向上に努める。 

・健康観察やアンケート等により環境

衛生の見届けをし、衛生的な生活習

慣への意識を高め、児童自らよりよい

生活環境を保持・増進していくことが

できる実践力の育成。 

・身の回りを清潔に保ち、安全に生活

できるとともに感染症予防ができる児

童の育成。 

・「気持ちのよい教室」にするために、

各学級で換気・机・ロッカー・明るさ等

の点検を児童全員で行い、よりよい環

境づくりへの意識の向上を図る。 

・委員会児童を中心に、環境衛生活

動の実施やキャンペーンを通して全校

・水質検査 

・石けんや消毒液の補充 

・トイレの床みがきボランティア 

・手洗いなど感染症予防に関するキャ

ンペーン 



に啓発する。 

⑬ 東小 ・地域の方々とボランティアで清掃活動を実施

している。 

・通常の清掃活動の時間のみでなく、ボランティ

ア活動で校庭の整備や校舎内の清掃を実施し

ており、今後も環境衛生活動を継続していく。 

 

・健康づくり委員会の常時活動で毎授業日の水

質検査やトイレの手洗い場点検を実施してい

る。 

・委員会活動で、大掃除週間を設定し、掃除ポ

イントを決めて活動している。 

・児童の係や委員会による自主的な

学習環境作り(掲示物や点検活動)の

工夫や改善を支援する。 

・生活や保健の目標に関する点検活

動と話し合いの活性化を図り、徹底す

ることができるようにする。 

手洗い場、トイレの衛生管理、教室の

温度・湿度管理、教室の換気の呼び

かけ 

⑭ 温知小 ・生活委員会では、熱中症対策で、休み時間に

全校放送で、教室の換気や水分補給、手洗い

について呼びかけている。（冬も、教室の換気、

手洗いについて、全校放送して呼びかけてい

る。） 

・計画委員会では、全校に働きかけて、ボラン

ティア活動として、運動場花 

壇や中庭の草取り（１学期３回）を行った。冬に

は、落葉拾いを行った。 

・整美委員会では、年３回、長期休み前の大掃

除週間には、掃除重点場所 

を委員会で毎日放送して、隅々まできれいにす

ることの意識を高めている。 

成果 

・実施すべき項目の検査が行っているため、引

き続き学校薬剤師と連携して、実施したい。 

 

課題 

・黒板面の摩擦については、張り替えの予算要

望を出しているが、すぐに全て対応できないた

め、改善に時間がかかる。 

学校生活を健康で安全に送れるよう

に、学習環境・生活環境を清潔に保

ち、安全管理や保健管理の充実を図

るようにする。学校環境衛生基準にも

とづき、定期点検の実施、日常点検の

更なる充実を図る。 

毎朝、保健室で水質検査を行ってい

る。水質検査の結果や天気、気温、湿

度の結果を保健室廊下の環境掲示板

に記入して、全校に知らせている。ま

た、熱中症対策や、感染症対策とし

て、休み時間に全校放送して、水分補

給や教室の換気、手洗いの呼びかけ

等をしている。 

⑮ 八幡小 児童は、環境衛生面で困ったり、異常があった

りしたときなどに近くの職員にすぐに相談・報告

ができる。 

職員も、定期検査の結果（ダニの検査など）を

受けて、児童のためにどうすれば改善されるか

一緒に考え、行動できる。また、日常点検など

でも困ったときに声を上げ、協力し合える。 

 

児童数減少に伴って、今年度から児童の委員

会数を少なくした。各委員会の活動内容も見直

し、手洗い場の石けんの補充やトイレのスリッ

パがそろっているかの点検などの活動を、保健

委員会から整備委員会が任うことになった。以

前行っていた保健委員が整備委員を気かけ、

仕事ができているかどうかなど、声を掛ける姿

がみられている。 

学校生活を安全に送るために、学習

環境を清潔に保ち、安全で健康的な

管理や指導を継続的に行う。 

児童が積極的に身の回りの環境に目

を向ける実践的な態度を養う。 

水質検査（残留塩素測定、色、臭い、

味）、温度・湿度調べ、トイレ・手洗い

場の点検、トイレのスリッパの整理整

頓と呼びかけ 

⑯ 宮地小 ・全校児童６４名と小規模校であるが、全校に

よる清掃活動や運動場の草取りなど、児童の

働きによって学校環境衛生を保持増進できるよ

う指導に取り組んでいる。 

・「教室の近くに滝がある」「廊下や階段が全面

カーペット」という特殊な環境であるが、定期検

査の確実な実施と全校での清掃活動によって

清潔で落ち着いた学習環境を保つことができて

いる。 

・水道の数が多く、給排水系統図が複雑である

ため、業者点検時に情報を追記し最新図に更

新するとともに、日常の水質検査を確実に実施

している。 

・全校が食堂で落ち着いて食事ができるよう

に、給食配膳や片付けの指導を徹底している。 

身の回りの環境を整え、維持・改善す

ることのできる子の育成。 

・感染症対策の呼びかけ（手洗い、換

気） 

・トイレ環境の整備 

・歯ブラシの点検 

⑰ 池田小 ・環境衛生検査の結果を受けて、改善すべきと

ころは迅速に教職員に周知 

・換気については、児童保健委員会の活動の

一環として換気チェックを実施（休み時間に窓

を全開にできているかをチェックする） 

・教室環境の改善 

１月に実施した換気及び保温等の定期検査に

おいて、二酸化炭素の数値は、１５００ppm以下

が望ましいところ、測定結果が１２００ppm であ

った。測定した教室は窓が開いておらず、廊下

側のドアだけが前後１０㎝ずつ開放してある環

境だった。同日に測定した別教室では、窓と廊

下側のドアが開いている環境で、二酸化炭素

の数値が５００ppm だったため、検査結果を比

較したことで、換気の重要性を再認識すること

ができた。 

一人一人の命と心を最優先した環境

保全 

安心・安全の確保と健康的な生活環

境づくり 

・気温、湿度の日常点検 

・換気の呼びかけ 

⑱ 養基小 ・保健給食委員会の児童が、毎朝、気温・湿度

の測定と水質検査を実施し、掲示板への記録、

お昼の放送で紹介をしている。 

・学校環境衛生検査の計画一覧表を使用し、

計画的に実施ができた。 

・一部の検査項目は、基準値を超えていたた

め、安全に使用できるように対策を講じていき

たい。 

・一酸化炭素の項目で、未実施の内容があっ

た。教室によって、暖房器具の種類が異なるた

め、器具に合わせて実施できるようにしたい。 

安全で衛生的な環境の維持・改善に

努める。 

＜教育に関わる重点＞ 

・日常点検による学習環境の把握・改

善 

・身の回りの整理整頓 

・清潔・美化活動の推進 

＜管理に関わる重点＞ 

・学校薬剤師と連携し、学校環境衛生

検査基準を踏まえた環境衛生検査、

日常点検の実施 

・環境調べ 

・机いすの調整 

・大掃除の実施（年３回） 

常時活動として、毎朝児童が、気温・

湿度の測定と水質検査を実施し、廊

下の掲示板に記録をする。給食の時

間には、換気の呼びかけ等、環境衛

生に関する内容も含めた健康に関す

る情報を全校放送でお知らせしてい

る。 

⑲ 揖斐川中 ・揖斐川中学校生徒会の伝統を「伝統の３本

柱」（思いやりの心・自治の精神・ひたむきな

姿）と位置づけ、その中に健康委員の活動や環

境委員の活動が含まれていることを生徒に意

識させていくように工夫した。 

  例：時間まで集中して掃除を行う⇒ひたむき

な姿 普段自分自身が使っている環境を整える

⇒自治の精神 など 

・本校では、環境衛生項目の「教室の日常点

検」を、主に生徒会の健康委会が行っていお

り、成果は、継続して点検活動を行っていること

で、突然に、教室環境が悪くなることがないこと

である。課題は、活動が定型化していることが

挙げられる。 

 ・活動の定型化を改善するために、健康委員

会だけではなく、環境委員会の取組も環境衛生

活動の一環とすることにした。 

健康で安全な生活を送れるように、自

主的によりよい環境づくりに努める生

徒の育成 

水質検査 清掃活動道具点検  

教室環境点検 明るさ まぶしさ 黒

板 清掃状況 気温 湿度 換気 二

酸化炭素量 

手洗い場の衛生 

⑳ 北和中 北和中学校では、環境委員会を中心にロッカ

ーの整理整頓に力を入れています。昨年度、ロ

ッカーの乱れが北和中学校の課題として挙げら

れました。そこから、生徒が主体となってロッカ

ーを整える意識づけがされました。ロッカーが

整っていることで、授業への姿勢にも変化がみ

られるようになりました。 

１ 成果 

 令和５年年度の環境衛生は、学校薬剤師と

の連携をもとに概ねの検査を実施することがで

きました。また、検査を実施した後は、結果と改

善策をできるだけ早急に職員や生徒に還元す

るようにしました。環境衛生の結果によっては、

職員だけが意識するのでは、改善が難しいこと

も多々あり、職員と生徒が一致団結して、よりよ

い環境を作れるように健康員会の活動を活用

しました。 

２ 課題 

 北和中学校のもっとも大きな課題は、結果か

ら得られた改善策を継続することが難しいとい

うことです。薬剤師の改善策を、直ちに柔軟に

対応できることは、北和中学校の良さでもあり

ますが、継続することが難しいです。 

安全で衛生的な環境を維持改善す

る。 

・毎日の教室衛生点検（健康委員会） 

・教室や廊下の換気（健康委員会） 

・トイレの利用方法についての点検や

呼びかけ（健康委員会） 

・加湿器の管理（健康委員会・環境委

員会） 

・机やロッカーの整頓の点検や呼びか

け（環境委員会） 

・移動教室の際の教室整備点検（空き

美）（環境委員会） 

・時間いっぱいの黙動、見つけ掃除の

実施（環境委員会） 



 

㉑ 谷汲中 誰もが気持ちよく過ごせる環境づくりのために、

本校の生徒会では清掃活動に力を入れてい

る。「止めばき・角ぶき・黙働掃除」を重視してお

り、１学期には、谷汲小学校の児童会の児童に

掃除の様子を見学してもらい、感想交流をし

た。また、２学期には、小学校５・６年生を迎え、

一緒に掃除を行った。中学生が小学生の横に

ついて丁寧に教えながら黙々と掃除をする姿

がみられ、お互いにとって刺激になり、掃除の

在り方について見直す機会になった。令和６年

度も同様に、小中の掃除の交流を行い、快適

な環境づくりに努めていきたい。 

生徒や職員が安心・安全に過ごせるように、校

内の環境点検を行い、破損や異常個所がみら

れた場合、改善に努めた。また、改善が難しい

場合は、業者に対応を依頼することができた。

美しい環境を保持できるように、毎日の掃除で

も、すみずみまできれいに行っている。 

環境衛生検査で基準値を超えている項目につ

いては、学校薬剤師に指導を仰ぎ、改善方法

について全職員に共通理解を図った。今後の

活動として、生徒がより主体的に快適な環境づ

くりができるように、環境委員会の活動につい

て今年度の取組を検討していきたい。 

健康で安全な学校生活を送ることが

できるように、進んで日常の環境づくり

に努めることができる生徒の育成 

・毎日の清掃活動を通して、全校生徒

の環境衛生に関する意識を高める。 

・地域の河川清掃ボランティア活動へ

の参加や、生徒が地域の役員の方と

相談して地区の公民館などの掃除を

する活動を通して、生徒の主体性を育

てる。 

換気点検、給食の衛生点検（給食当

番の健康状態、服装点検、学級の生

徒のナフキン使用、マスク着用、手洗

いの実施等）、加湿器・空気清浄機等

の清掃管理 

㉒ 大野中  換気のルールやエアコン使用時の適正温度、

ロッカーや机列の整頓等、目で見て分かるよう

に写真等を使用して掲示をし、生徒自らが考え

判断して行動できるようにしている。 

 

熱中症予防のため、学校独自のガイドラインを

作成して学校保健安全委員会で検討し、全職

員に周知したり、携帯用の熱中症指数計を購

入したりして、平日の活動や休日の部活動で予

防が確実に行えるようにした。また、生徒会保

健委員会の生徒が毎日、朝と昼に熱中症指数

を測定し、掲示をしたり放送したりして予防の啓

発を行った。 

 冬期には、換気のルールやエアコン使用時の

適正温度等を掲示したり、CO2 モニターを設置

したり、常時開放しておく窓に印を貼ったりする

ことで、生徒自らが判断して換気をする等、感

染症予防のための行動を取ることができるよう

にした。 

 空き教室の環境整備のため、ロッカーや机列

の整え方を写真で掲示したり、職員による空き

教室チェックを行ったりした。 

よりよい環境づくりに対する意識の高

揚を図り、美化に取り組む態度を育て

る 

始業前の時間や放課後の時間を活用

したボランティア掃除（清掃時間内に

は行いきれない場所の清掃）や運動

場の草取り等 

㉓ 揖東中 ・生徒環境委員会が大掃除を計画して行ってい

る。また、掃除時間には、計画会と反省会を位

置付けてカードを使用して振り返りをしている。 

・エアコン使用時の換気方法や、感染症流行時

の消毒など、学校薬剤師に相談し連携しながら

行っている。生徒にも根拠をもって指導すること

ができ、ルールが定着した。今後も連携をして

いきたい。 

健康で安全な生活を送ることができる

環境を改善しようとする姿や、自らの

健康維持のために主体的に取り組も

うとする心の育成に努める。 

水質検査、換気、空気清浄機の使用

と清掃活動 

㉔ 池田中 教室日常点検は、生徒の委員会活動を中心に

実施している。点検表には、生徒が点検して気

づいたことを記入させ、こちらからもコメントを入

れながら、教室環境の整備に努めている。 

年間を通して、定期検査のすべての項目と日

常点検を実施することができた。定期検査につ

いては、学校薬剤師と連携して丁寧に実施する

ことができた。検査結果はすべて基準を満たし

ている。 

現在、校内の老朽化による危険箇所もあるた

め、安全点検で確実に確認を行い、改善に努

めていく。 

健康で安全な生活が送れるよう学習

環境の向上を図るとともに、学校や地

域の環境衛生に関心をもち、自ら進ん

で美しく安全な環境づくりができる生

徒を育てる。また、感染症予防の観点

からも、校内の衛生管理を徹底する。 

教室の環境衛生日常点検 

給食前と掃除後の手洗い・消毒の見

届け 

換気の実施や呼びかけ 

トイレ・水道の石鹸補充、点検活動 




